　　
２０２４年１月４日
一般社団法人宮城県情報サービス産業協会
会員の皆さま
一般社団法人宮城県情報サービス産業協会
会長　阿部　嘉男
２０２４年 「情報サービス業界動向セミナー・交流懇親会」のご案内
　謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は，当協会の活動にご理解とご協力を賜り，厚く御礼申し上げます。
さて，本年度よりＴｉＳＡ／ＪＩＳＡとの共催による「情報サービス業界動向セミナー」を２月に開催することといたしました。
セミナーは，
第１部　東北経済産業局様「経済産業省における情報政策の概要について」
第２部　先端技術動向「生成ＡＩがＳＩ/ＩＴビジネスの崩壊を加速する」
をテーマとして実施いたします。オンラインによる配信を行います。
また，交流懇親会も併せて実施することといたしましたので，多くの会員の皆さまのご参加，そして若手，女性の会員の皆さまにもご案内を賜りたく，お願い申し上げます。
本セミナーは，東北地域情報サービス産業懇談会（ＴｉＳＡ），一般社団法人情報サービス産業協会（ＪＩＳＡ）との共催，東北５県の情報サービス産業協会の後援事業として開催いたします。
敬具
お問合先：東北地域情報サービス産業懇談会　事務局　佐藤正範
TEL　　022-217-3023
E-Mail　t-isa@misa.or.jp
　　　　　　　
２０２４年 情報サービス業界動向セミナー
【 日　時 】　2024年2月19日(月)　15:00～19:00
【 会　場 】　パレスへいあん

仙台市青葉区本町一丁目2－2　(℡ 022-265-5111)

https://www.heian-sendai.co.jp/palace/

【 主　催 】　一般社団法人宮城県情報サービス産業協会(MISA)
東北地域情報サービス産業懇談会(TiSA)
一般社団法人情報サービス産業協会(JISA) 東日本地区会
【 後　援 】　一般社団法人青森県情報サービス産業協会(AISA)
岩手県情報サービス産業協会(IISA)
一般社団法人秋田県情報産業協会(AIIA)
一般社団法人山形県情報産業協会(YIIA)
一般社団法人福島県情報産業協会(FIIA)
【 次　第 】【 セミナー開会 】   15:00　5階　エトワールホール
【 第1部 】      15:00～15:40
『経済産業省における情報政策の概要について』

　講師：東北経済産業局 地域経済部
製造産業・情報政策課
参事官（デジタル政策担当）　千葉　雅幸　様
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≪コーヒーブレイク≫ 15:40～15:50

【 第2部 】      15:50～17:20
『生成ＡＩがＳＩ/ＩＴビジネスの崩壊を加速する』

～これに対処するための３つのシナリオ～
講師：ネットコマース（株）
代表取締役　斎藤　EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(まさ),昌)

EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(のり),義) 氏

（プロフィール）
1982年　日本アイ・ビー・エム入社

電気・電子関連の一部上場製造業を営業と

して担当生産系、販売系、工場の工程管理

などのコンサルティング営業に従事

その後、マーケティング部門にて、新規事

業開発を担当

1995年　日本アイ・ビー・エム株式会社を退職し、

同社を設立し現職に就任

国立大学系の産学連携を支援するシンクタ

ンク設立に従事

経済産業省（当時通産省）の新規事業補助事業に従事

IPAの新技術開拓プロジェクトに従事

東大発ベンチャー企業の新規事業立ち上げプロデュース

IT・通信関連企業新規事業立ち上げをプロデュース　多数

ITベンダーの営業力強化研修やコンサル　多数

講演やイベントのファシリテーション　多数

講演、雑誌、Webメディア等の記事寄稿　多数

著書　システムインテグレーション崩壊」（2014）

「【図解】コレ１枚で分かる最新ITトレンド」（2015）

「システムインテグレーション再生の戦略」（2016）

【 セミナー閉会 】    17:20
≪ 移　動　≫　　　  17:20～17:30

【 交流懇親会 】　17:30～19:00　5階　ボヌールホール
【 申込み 】　添付セミナー申込書により、2024年1月26日(金)までに

E-Mailにてお申込み下さい。

【 参加費 】　○セミナー　：　無　料
(1)セミナーは現地にて参加またはオンラインによるご参加を
選択できます。
(2)オンライン参加の場合は、必ずＥメールアドレスをお知らせ
ください。
○交流懇親会：ＭＩＳＡ／ＴｉＳＡ／ＪＩＳＡ会員の皆さま
　6,000円
上記会員以外の皆さま
　7,000円
(1)当日、会場受付にて申し受けます。
ＴｉＳＡ領収証を発行いたします。
但し，ＴｉＳＡはインボイス登録団体ではございませんので、
ご了承をお願いいたします。
　　
以　上
E-mail：　t-isa@misa.or.jp
東北地域情報サービス産業懇談会 事務局　佐藤正範　行
(一般社団法人宮城県情報サービス産業協会内　TEL 022-217-3023)

２０２４年　ＭＩＳＡ/ＴｉＳＡ/ＪＩＳＡ 共催

情報サービス業界動向セミナー申込書

申込締切日 ： ２０２４年１月２６日（金）

２０２４年　　月　　日

	会員名
	

	申込

連絡者
	所属部署
	
	役職名
	

	
	氏名
	
	Ｅ-mailアドレス
	


＜ 参加者 ＞

	所属部署
	役職名
	氏　名
	セミナー
	E-mail

アドレス
	交流

懇親会

	
	
	
	現地 ・ オンライン
	
	出 ・ 欠

	
	
	
	現地 ・ オンライン
	
	出 ・ 欠

	
	
	
	現地 ・ オンライン
	
	出 ・ 欠

	
	
	
	現地 ・ オンライン
	
	出 ・ 欠

	
	
	
	現地 ・ オンライン
	
	出 ・ 欠

	通信欄（事務
局への連絡等をご記入下さい）
	
	

	
	


【ご記入要領】
1．「セミナー」は、現地参加またはオンライン参加に○印をご記入下さい。

2．オンライン参加の場合は必ずE-mailアドレスをご記入下さい。
３．交流懇親会への参加について出・欠に〇印をご記入下さい。

4．ご提供いただいた情報は、当懇談会の運営管理の目的のみに使用させていただきます。
国際経済秩序の変化やコロナからの再興といったマクロ環境の変化に加え，過去最高水準の国内投資見通しや，高水準の賃上げの実現など，「失われた30年」からの変化が生まれています。こうした変化を捉え，日本経済をしっかりとした成長軌道に乗せるチャンス。日本経済に存在している人手不足等の成長制約になりかねない課題を，省人化，AI活用等のイノベーションや多様な人材の活用などを通じて乗り越えることで，経済社会構造の転換を図る必要があります。新しい産業政策の取組を力強く進め，社会課題解決を起点に世界をリードする先端分野への投資とイノベーションを加速し，持続的な成長に繋げることなど，具体的な施策についてご説明をいただきます。








生成ＡＩの発展は，ＳＩ／ITビジネスの前提となる「ＩＴシステムを作る」ための工数需要を消滅させようとしています。一方で，ＩＴの活用は，現場の末端に，ますます深く浸透し，「ＩＴサービスを利用する」需要は，大きく拡大するでしょう。この両者の狭間に，新たなビジネスの可能性があります。





生成ＡＩがＳＩ/ＩＴビジネスにどのような変化を強いるのでしょうか。この変化に，どのように対処すればいいのでしょうか。ＤＸとの関係を踏まえて，そのシナリオを考えます。








